
　
大
分
県
か
ら
宮
崎
県
に
広
が
る
東
九
州
地
域
は
人
工
腎
臓
な
ど
血
液
浄
化

ア
フ
ェ
レ
シ
ス

機
器
と
い
っ
た

血
液
、
血
管
に
関
わ
る
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
の
生
産
、
開
発
拠
点
が
多
数
立
地
す
る
。
こ
の
好
環
境
を
生
か
し

て
、
大
分
、
宮
崎
両
県
は
２
０
１
０
年
に
医
療
機
器
産
業
の
拠
点
づ
く
り
な
ど
を
目
指
す
「
東
九
州
メ
デ
ィ
カ
ル

バ
レ
ー
構
想
」
を
策
定
し
た
。

年
の
厚
生
労
働
省
の
薬
事
工
業
生
産
動
態
統
計
年
報
に
よ
れ
ば
、
医
療
機
器
の

国
内
生
産
金
額
は
約
１
兆
８
０
０
０
億
円
。
前
年
と
比
べ
て
約
９
５
０
億
円
と
５
・
５
％
増
加
し
た
。
こ
れ
を
都

道
府
県
別
で
み
る
と
、
大
分
県
は
全
国
４
位
の
約
１
１
２
０
億
円
、
宮
崎
県
は
同

位
の
約
１
５
３
億
円
。
両
県

合
わ
せ
て
約
１
２
７
３
億
円
で
生
産
金
額
は
全
国
の
約
７
％
を
占
め
る
。
国
は
医
療
・
介
護
・
健
康
関
連
産
業
を

今
後
の
成
長
け
ん
引
産
業
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
ま
さ
に
本
構
想
実
現
は
地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
と
し
て
大
い
に

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
広
瀬
勝
貞
大
分
県
知
事
を
は
じ
め
、
構
想
を
推
進
す
る
産
学
官
を
代
表
す
る
メ

ン
バ
ー
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
座
談
会
の
模
様
を
紹
介
す
る
。
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―医療分野でアジアに貢献― 座談会

医療機器産業の拠点構築を目指す 大分県産業界
広
瀬
勝
貞
氏
大
分
県
知
事
　

医
療
機
器
産
業
の
拠
点
に

医
療
分
野
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

特区制度の有効活用に意欲

医療機器産業の拠点づくりに向け、議論が沸いた座談会
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―
ま
ず
は
東
九
州
メ
デ
ィ

カ
ル
バ
レ
ー
構
想
の
概
要
に

つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

　
広
瀬
　
東
九
州
メ
デ
ィ
カ

ル
バ
レ
ー
構
想
は
大
分
、
宮

崎
両
県
の
産
学
官
が
連
携
し

て
進
め
る
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
だ
。
こ
れ
ま
で
大
分
県
は

地
場
中
小
企
業
と
と
も
に
自

動
車
や
半
導
体
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

産
業
の
集
積
づ
く
り
を
進
め

て
き
た
。

　
本
日
出
席
さ
れ
て
い
る
川

澄
化
学
工
業
は
血
液
バ
ッ
ク

で
日
本
一
の
シ
ェ
ア
を
誇

る
。
ま
た
旭
化
成
メ
デ
ィ
カ

ル

東
京
都
千
代
田
区

は

人
工
腎
臓
、
ウ
イ
ル
ス
除
去

フ
ィ
ル
タ
ー
で
日
本
一
の
シ

ェ
ア
を
誇
る
な
ど
、
東
九
州

地
域
は
血
液
、
血
管
関
連
で

世
界
的
な
医
療
機
器
産
業
が

集
積
し
て
い
る
。

　
こ
の
強
み
を
生
か
し
て
地

場
企
業
が
参
入
で
き
る
新
た

な
産
業
振
興
策
が
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
、
と
の
思
い
か
ら

両
県
で
本
構
想
を
策
定
し

た
。
血
液
、
血
管
関
連
は
こ

れ
か
ら
の
医
療
産
業
の
基
盤

と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
ほ

か
の
治
療
に
も
応
用
で
き
る

分
野
だ
と
期
待
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
分
野
は
ラ
イ

フ
サ
イ
エ
ン
ス
関
連
産
業
に

力
を
入
れ
る
国
も
注
目
す

る
。
こ
れ
ら
の
背
景
か
ら
本

構
想
で
は
「
研
究
開
発
」

「
医
療
機
器
産
業
」
「
医
療

人
材
育
成
」
「
高
度
医
療
」

と
い
っ
た
四
つ
の
拠
点
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
。

　
研
究
開
発
は
西
日
本
唯
一

の
治
験
拠
点
病
院
で
あ
る
大

分
大
学
医
学
部
に
、
川
澄
化

学
工
業
と
共
同
で
２
０
１
１

年

月
に
寄
付
講
座
「
臨
床

医
工
学
講
座
」
を
設
置
し

た
。
産
業
集
積
で
は

年
８

月
、
地
場
企
業
が
医
療
機
器

関
連
産
業
へ
の
参
入
を
目
的

と
し
た
「
大
分
県
医
療
産
業

新
規
参
入
研
究
会
」
を
発

足
。
現
在

社
、
７
機
関
・

団
体
が
参
加
し
、
研
究
開

発
、
人
材
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
さ
ら
に
医
療
人
材
育
成
は

大
分
大
学
と
立
命
館
ア
ジ
ア

太
平
洋
大
学

Ａ
Ｐ
Ｕ
、
別

府
市

が
連
携
し
て
人
材
育

成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
討
も

進
め
て
い
る
と
聞
く
。
こ
う

し
た
拠
点
づ
く
り
の
成
果
が

評
価
さ
れ
、

年

月
に
は

国
の
「
地
域
活
性
化
総
合
特

区
」
に
指
定
さ
れ
た
。

　
順
調
な
本
構
想
の
ス
タ
ー

ト
に
手
応
え
を
感
じ
て
い
る

と
と
も
に
、
今
後
は
特
区
制

度
を
有
効
活
用
し
、
構
想
の

実
現
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
―
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
皆

さ
ん
の
現
状
を
お
聞
か
せ
下

さ
い
。

　
川
野
　
当
社
は
創
業

年

を
迎
え
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

成
形
加
工
技
術
を
医
療
分
野

に
生
か
す
こ
と
を
目
的
に
佐

伯
市
に
工
場
を
建
設
し
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
チ
ュ
ー
ブ
や
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
部
品
を
使

っ
た
輸
液
、
輸
血
セ
ッ
ト
、

透
析
関
連
の
体
外
循
環
製

品
、
血
液
バ
ッ
ク
な
ど
を
製

造
し
て
い
る
。

　
両
県
で
本
構
想
が
策
定
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
当
社
技

術
の
延
長
線
上
で
学
術
的
、

将
来
的
に
も
広
が
り
が
あ
る

血
液
浄
化
分
野
を
研
究
開
発

テ
ー
マ
に
置
い
た
。

　
県
と
大
分
大
学
に
開
設
し

た
臨
床
医
工
学
講
座
に
は
専

門
研
究
員
を
派
遣
し
、
共
同

研
究
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

医
療
分
野
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
興
す
と
と
も
に
、
地

域
、
さ
ら
に
国
の
産
業
活
性

化
に
医
療
分
野
で
貢
献
し
て

い
き
た
い
。

　
北
野
　
大
分
大
学
は
学
の

立
場
か
ら
本
構
想
を
推
進
さ

せ
る
た
め
、

年
５
月
に
学

内
運
営
委
員
会
を
設
置
し

た
。
医
工
連
携
、
産
学
官
連

携
し
て
医
療
機
器
開
発
の
基

礎
研
究
を
推
進
し
、
革
新
的

な
開
発
、
臨
床
応
用
を
進
め

る
学
内
体
制
を
整
え
た
と
こ

ろ
だ
。
わ
が
国
や
ア
ジ
ア
諸

国
に
貢
献
で
き
る
研
究
開
発

拠
点
を
目
指
し
て
い
く
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
昨
年
は
県

と
川
澄
化
学
工
業
の
協
力
を

頂
き
、
医
学
部
に
臨
床
医
工

学
講
座
を
開
設
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
講
座
の
活
動

は
血
液
、
血
管
分
野
の
医
療

デ
バ
イ
ス
の
臨
床
試
験
や
基

礎
研
究
の
推
進
。
さ
ら
に
高

度
医
療
を
担
う
人
材
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
研
究
体

制
は
専
任
教
授
を
含
め
た
数

人
。
川
澄
化
学
工
業
か
ら
も

客
員
研
究
員
を
迎
え
て
お

り
、
人
体
で
炎
症
を
引
き
起

こ
す
物
質
を
除
去
す
る
血け

っ

漿
交
換
機
器
フ
ィ
ル
タ
ー

し
ょ
う

の
開
発
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
地
場
企
業
と
の
共

同
研
究
で
は
デ
ン
ケ
ン
と
抗

炎
症
光
治
療
器
や
徳
永
装
器

研
究
所
と
は
た
ん
吸
引
器
の

開
発
を
進
め
る
。

　
高
度
医
療
を
担
う
人
材
育

成
に
つ
い
て
は
ア
ジ
ア
諸
国

か
ら
医
療
技
術
者
を
招
い
て

日
本
製
医
療
機
器
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行
い
、
そ
の
人
た

ち
が
自
国
に
帰
国
し
た
の

ち
、
大
分
で
開
発
し
た
医
療

機
器
を
実
際
に
使
っ
て
も
ら

う
人
材
を
育
成
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
現
在
ベ
ト
ナ
ム

と
台
湾
に
あ
る
大
学
病
院
な

ど
に
は
本
構
想
の
趣
旨
を
説

明
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
　

次
ペ
ー
ジ
に
続
く


